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研究分野：生化学，基礎医学，栄養化学 
科研費の分科・細目： 
キーワード：血管障害，糖尿病，酸化ストレス，培養細胞 
 
１．研究計画の概要 
本研究の目的は、糖尿病性血管障害の発症に
関わる未知の機構を解明することである。特
に，これまで言われてこなかった，鉄という
因子の関与，そしてグルタチオンの構造と機
能の変化がいかに障害機構に関わっている
かを中心に解明したい。具体的には、糖尿病
性血管障害の新たな原因分子を同定し、その
原因分子の作用機序を明らかにすることを
めざす 
 
２．研究の進捗状況 
これまでの検討により、鉄存在下／高グルコ
ース状態において、グルタチオンは何らかの
形でグルコースと反応していることが示さ
れている。本研究１年目に，培養細胞の基礎
データ，本研究２年目（昨年度）に，グルタ
チオンとグルコースの反応物２種の合成標
準品，を得ているので，３年目にあたる本年
度は，この反応物についてバイオアッセイを
行い，糖尿病性血管障害発症への関与を詳細
に検討したい。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に発展している。 
上記の通り，予定通りに研究を進めている。
今後，次々に論文発表など行って行きたい。 
 
４．今後の研究の推進方策 
上記の通り，本研究２年目（昨年度）に，グ
ルタチオンとグルコースの N位反応物と，S
位反応物の合成品をやっと得ることができ
た。本研究ではその反応物が高グルコース障
害の原因の一つとなりうるのかどうかを明
らかにすることを中心に検討を進めるので，

今後の研究次第で成果が飛躍的に伸びる。本
研究課題によって，新たな糖尿病性血管障害
の原因分子が明らかになれば，実際の医療の
現場や食事療法など栄養の現場へ与える影
響も大きいものになると考えられる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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